
新型コロナウイルス感染症予防を踏まえた部活動のガイドライン(改訂版V引.3)

※令和2年6月9日付け高教第248号スポ保第279号で通知のガイドラインにおける加筆修正箇所は
下線及び赤字となっております。

基本的な考え方

部活動については、当面の間、「新型コロナウイルス感染症予防を足まえた音肘舌動の

ガイドライン」に基づく感染症対策を講じながら、「山形県における運動部活動の在り

方に関する方針」「山形県における文化部活動の在り方に関する方針」に則った活動と

⑧

することとしている。

その後の、他県の運動部寮等におけるクラスター発生が報告されたことを受け、国

内及び本県における新型コロナウィルス感染症の感染確認状況や、改訂された政府の

「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ

(2020 4力等を岳まえ、本ガイドラインを改訂tる。9.3Vel

なお、改めて、感染りスクカ 高まる3つの条件(密

もに

いくことを求めていく。

また、以下に示す「基本的な対策」等は、生徒だけに任せるのではなく、教師や部

活動指導員及び安全管理担当教員においても着実な取組みを行うことが必要である。

しい生活式を取り入れた音隣舌動について、気を緩めることなく実施Lて

Ⅱ

別紙

基本的な対策

1 活動日、活動時間及び可能となる主な活動内容につぃて

(1)当面の間、下記に記載の内容以外のことについては、感染症対策を踏まえた上
で本県の運動音僻舌動及び文化部活動の方針に則った活動とすること。

1

本県の運動部活動及び文化部活動の方針に則
つた活動日・活動時間とすること。

活動日(上限の時間)

(2)生徒の体調等を踏まえ、ケガ・熱中症予防に十分留意するとともに補充授業等
に影響のないように留意すること。

(3)首都圏等新規感染者の増加が懸念されている地域との交流(県外1こ遠征する場

密 密)を避けるとと

(4)本県や近県等の状況によって内容を変更する際は別途通知するものとする。

合及び県外から招く場合)については、できる限り控えること。

ユアノレ

2 校長及び部活動運営委員会(仮称)が対応すべき内容

(1)校長は、部活動を実施させる場合には、上記「基本的な考え方」を踏まえ、通

常の部活動とは異なる活動であるととを顧問、生徒及び保護者に認識させるとと。

●県内・県外との交流及び、それぞれの宿泊を伴

活動可能となる主な内容

う活動
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(2)校長は、新型コロナウィルスの感染状況を踏まえたうえで、定期的な活動計画

の確認及び活動内容の把握を行い、生徒の安全な活動の確保や教員の負担が過度

とならないよう、適宜、指導・是正を行うこと。

(3)校長は、生徒の部活動への参加にっいて、生徒本人と保護者に対し、感染症対

策をしっかりと講じていることを説明したうえで、生徒及び保護者の意向を尊重

し参加を強制することのないように顧問に指導すること。

(4)校長は、部活動における感染症対策として、部活動運営委員会(仮称)(以下、

「委員会」と言う。)を開催し、基本的な感染防止対策を徹底するとともに、以下

に示すクラスター発生の3条件を避けるための対策を講じること。

①密閉空問にしないための換気の徹底。

②多くの人が手の届く距雜に集まらない。

③近距籬での会話や大声での発声をできるだけ控える。

(5)委員会は、屋内の部活動で活動場所に多くの生徒ができるだけ集まらないよう

にする等、 3密を避けるように活動場所の割り当てを行うとと。

(6)委員会は、電車等の通学状況を踏まえ、生徒の下校が集中しないように活動時

間帯を設定すること。

(フ)校長は、今後、学校において再び臨時休業を行う場合には部活動を中止とする

こと。

3 顧問が対応すべき内容

(1)顧問は、部活動を実施する場合には、活動計画を立て校長に提出すること。

(2)顧問は、生徒のけが防止及び熱中症予防には十分留意して活動を行うこと。

(3)電車やバス等を利用して活動場所等に移動する必要がある場合には、生徒に対

し、「マスクの着用」や「身体的距離の確保」等、基本的な感染症対策を徹底させ

るとともに、可能な限り3密を避けるよう指導すること。

4 感染防止対策

学校が運動及び文化活動を実施するにあたっては、呂1絲氏4の陪瞬舌動実施に向け

た学校における点検チェックリスト」を活用して、活動前、活動中、活動後の体制

を整えて活動するものとする。
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Ⅲ実施するにあたっての留意点

1 活動の内容

(1)運動部について

①運動種目に関わらず、運動をしていない間も含め、感染予防の観点から、周

囲の人となるべく距籬を空けさせること。(介助者や誘導者の必要な場合を除

く)

②小グループで活動させるとともに、屋内に多くの生徒が集まらないようにし、

大声を出したり向かい合っての発声をしたりしないように指導すること。

③対人競技(柔道、剣道、相撲等)においては、各競技団体が示している指針

等に則り、段階的に練習を行うこと。(示されていない競技は全日本柔道連盟

の指針等を参考にするこど

④チームスポーツにおいては、人が密集したり接触したりする機会が少なくな

るような練習内容にする等、内容を工夫すること。

⑤各中央競技団体が活動の指針等を示している場合は、その指針等に則って活

動すること。傷嚇氏2に各競技団体のURLを記載)各中央競技団体で活動の指

針等を示していない競技については、特性が類似する競技を参考とする等、

感染症拡大防止の観点で工夫すること。

※スポーツ庁が各競技団体へ指針等の作成を依頼しておりますので、各競技

団体のHPを確認するとと。

⑥やむを得ず使い回す道具を使用させる場合には使用前後の消毒を行うととも

に、生徒にこまめな手洗いを行わせること。

⑦仲間同士のハイタッチや抱擁等は控えること。

⑧ビブス等の洗濯が必要なものは活動後、当番等が洗濯するのではなく、各自で、

洗濯すること。

⑨用具や機器の操作は、可能な限り担当する人を限定すること(マネージャーの

みが操作する等)。

⑩パス練習・キャッチボーノレはお互いに適度な距離を確保して行うこと。

⑪ぺアを組む競技(ダブルスのある競技、カヌー、ボート等)にっいては、ペア

で行う練習時間を必要最小限にとどめる等工夫すること。

⑫補強トレーニング・ウエイトトレーニングで使用する機器は、使用者が代わる

度、消毒液等で消毒するとと。

※各競技団体が示す指針と本通知の留意点等に棚語が生じている場合は、本県

で示している内容を重視して実施すること。
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(2)文化部について

①演奏や合唱、演劇等の練習で、発声したり、息を強く吐き出したり吸ったりす

る活動を行う場合は、可能な限り屋外で行うこととし、室内で行う場合は、向

かい合っての活動は避け、少人数で、換気を行いながら、声や呼気が外に出て

いくように練習する等、工夫したりして活動させること。

②その他の文化部の活動においても、小グループで、 3密を防いでの活動とな

るよう工夫すること。

③道具を共有する場合には、使用前後の消毒及びこまめな手洗いをさせること。

④各中央文化団体が活動の指針等を示している場合には、その指針に則って活

動すること。

⑤別添3 「各文化部の特性に応じた留意事項について」(9月1日版)を参照の

上、活動するとと。

※各文化・芸術団体が示す指針と本通知の留意点等に棚語が生じている場合は、

本県で示している内容を重視して実施すること。

(3)他校との交流について

①大会やコンクール等の参加に当たっては、学校として主催団体とともに責任を

もって、大会における競技、演技、演奏時等はもとより、会場への移動時や会

食・宿泊時、会場での更衣室や会議室等の利用時などにおいても、生徒、教師

等の感染拡大を防止するための対策を講じること。

②首都圏等新規感染者の増加が懸念されている地域との交流(県外に遠征する場

合及び県外から招く場合)については、できる限り控えること。

③練習試合や合同練習、合宿等の企画・実施に当たっては、地域の感染状況等を

踏まえ、部活動を担当する教員のみで行うのではなく、学校として責任をもっ
ープー

、、.、

④他校と交流する際には、交流先の学校の生徒等の健康状況についても情報交換

大会等の参加時と同様の感染拡大を防止tるための対策を講じること。

を行い、交流tる学校問で風邪症状や発熱の症状が見受けられる生徒や職員が

いると分かった場合には、すぐに交流を中止するなど、早めの対応を行うこと。

⑤県外等と交流する場合やその他の活動の可否について判断に迷う場合等は、県

教育委員会担当まで相談すること。

⑥交流中に生徒が体調不良となったり発熱したりするなど、感染が疑われる場合

(運動倍瞬舌動:スポーツ保健課、文化部活動:高校教育課)

の対応について、下記のとおりの対応ができるようにすること。
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発熱等の風邪症状がみられた場合には、仮にすぐに症状がおさまったとして

も、主要症状(発熱や咳など)が消退した後2日を経過するまで、個室等に確

保し、集団活動には参加しないこととする。また、体調不良者が同時に複数名

以上(例えば3名以上)発生した場合には、学校医又は医療機関に相談する。

遠征先の場合は、学校医又は医療機関と相談のうえ、当該生徒の保護者に迎

えに来ていただくなど、適切に対応すること。

⑦各中央競技(文化)団体から大会開催の指針等が示されている場合は、その指

針に則って交流するとと。

⑧各中央競技(文化)団体から大会開催の指針等が示されていない場合は、「ス

ポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」(R2.5.29 改訂

公益財団法人日本スポーツ協会)、「イベント等の開催に関する基本方針」

(R2.8.31 山形県)を参考とすること。

※スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン(R2.5.29 改訂

公益財団法人日本スポーツ協会)

htt //VVVVW

※イベント等の開催に関する基本方針(R2 8.31

hせ //VVVVW

※イ・丈ント等の開催についての留意事項(R2 フ.20

hせ

此

//WVVW

f

※参加人数(収容率)について(R2.フ.20 山形県)

htt

m

/

⑨交流に関して、開始式等はできる限り簡略化したり一礼のみとしたりする等、

参加者全員が密集する機会を避けるとと。

⑩交流中は、なるべく発声を避けたり、密集(例えばタイムアウト中の作戦指示

や終了後のミーティング等)をできるだけ避けたりする等、距離を確保したり

すること。※例えばゴール型の競技において、ゲーム中に密集を避けるように

するという意味ではない。

⑪交流で使用する物品(フラッグ、笛、得点板、モップ等)はこまめに消毒する

こと。特に笛等は、口で吹くタイプではなく、電子ホイッスルにしてこまめに.、

消毒する等、工夫して使用すること。

⑫交流中に共有しなくてはならない物(ボール等)を触れた手で目、鼻等を触っ

たりしないよう、汗を拭く場合は各自のタオルを使用させたり、こまめな手洗

いを行わせたりする等、感染防止を徹底すること。

⑬交流中は、仲間同士のハイタッチ等は避け、腕や肘で行う等工夫すること。

WS/tabid92.html?itemid=4173

//VVVVW

t

十

/
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t

f
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感染防止対策

1)マスクの着用について

①顧問はマスクを着用すること。

※顧問が実技の模範例を示すために動くときに息、苦しさを感じる場合には外すことも可。
ただし、特に説明をする時にはマスクを着用すること。

②運動を行う場合、生徒は、十分な間隔をとったうえでマスクを外して活動して

もよいこととする。ただし、運動の前後、特に会話をしたり、話を聞いたりす

る場合には必ずマスクを着用させること。

※「学校の体育の授業におけるマスクの着用の必要性について」(R2,5.21 スポーツ庁)

には「マスクを外す場合は2m以上確保、マスクを着用する場合は 1~2m以上確保」と

の記載がある。

③文化部の活動の際は、原則として生徒にマスクを着用させること。

※楽器等を演奏する際やダンス等の激しい動きをする際等で、マスクを着用しないこと

もあるととを指す。

④気温・湿度や暑さ指数(暢GT)が高い日には、熱中症などの健康被害が発生す

るおそれがあるため、上記①~③によらず、十分な間隔をとったうえで、マス

(2)顧問の対応について

①顧問は、活動前に自分の体調を確認すること。発熱(37.5゜C以上)や風邪症

状のあるときは指導しないこと。

②顧問は、参加生徒に対し(3)に示す内容を指導するとともに活動前・活動

中・活動後の健康観察を徹底すること。

③顧問は、活動全体の管理運営を適切に行うこと。

④顧問は、生徒の参加状況を把握すること。

⑤顧問はマスクを着用し、活動内容を紙面で配布する等、指導方法を工夫する

こと。

クを外して活動すること。

⑥健康診断を年度当初に実施できていない場合、家庭との連携(健康調査票等

を活用)や前年度の健康診断結果(新入生の場合は前学校からの健康に関す

る引継ぎ事項)、等に留意し、活動前・中・後の児童生徒の健康観察を徹底し

たうえで、体力的に無理のない活動となるよう配慮すること。なお、心酉三さ

れる生徒にっいては、かかりつけ医または学校医の診断の後に実施すること。

⑦顧問は、活動終了後は速やかに帰宅させる等、集団でいる時間を短くするこ

と。
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⑧顧問は、生徒の部活動終了後、退校確認等を行うこと。

(3)生徒個人の対応について

①活動前に体調を確認すること。発熱(37.5゜C以上)や風邪症状のある者は参

加しないこと。

②咳エチケットや手洗い、目・鼻・口等を手で触れるのを避ける等の基本的な

感染症予防対策を徹底すること。

③活動中に体調に異変を感じたら直ぐに活動を中止し顧問に知らせること。

④活動後であっても体調に異変を感じたら顧問に知らせること。

⑤活動後は速やかに後片付けをして下校すること。

⑥飲用水は個人で準備し、ボトルやカップ・タオル等の共用はしないとと

(4)活動場所について

①屋内での活動については、使用時間及び会場の割り当てを工夫し、多くの生

徒が集まらないようにする等、 3密を避けるようにすること。換気にっいて

は、特に注意して行い(1時間に1~2回程度)、常にドアを広く開け、窓を

多少開けておく等、密閉した空間を作らないようにするとと。

②活動場所が学校外の施設の場合は、クラスター発生の3条件を踏まえ校長が

実施の判断をすること。

③消毒液の設置及び積極的な活用、生徒が手を触れる箇所(ドアノブ等)の消

毒等定期的(1日1回以上)に担当者を決めて実施すること。

④換気の悪い会場の場合は、別の場所や屋外に移動する等の対策を講じるとと。

⑤プールにおいては、プール内やプールサイド等で密な状態(いわゆる芋洗い

状態)とならないことや、特に更衣室等での密を避けるよう指導すること。

(5)更衣室・部室について

①更衣室や部室は感染りスクが比較的高いと考えられることに留意すること。

②部室は、原則として各部活動で所持している物品等や活動する生徒の荷物置き

場として使用し、多くの部員が部室の中にいることのないようにすること。

③やむを得ず、更衣室や部室を使用する場合は、換気扇を常時稼働させておいた

り、換気用の小窓を開けたりする等、換気を徹底すること。

④更衣室の利用は、着替え等の必要最低限にとどめるほか、時間帯を分けた使用
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にする等3密を避けること。

⑤更衣室にっいては、密を避けるための工夫として、複数の場所を用意する等が

考えられる。

⑥更衣室や部室内で複数の生徒が触れると考えられる場所(ドアノブ、ロッカー

の取手、テーブノレ、椅子等)については、こまめに消毒すること。

(6)活動場所付近の洗面所(トイレ)や手洗い場等について

①洗面所等は感染りスクが比較的高いと考えられることに留意すること。

②トイレ内の複数の生徒が触れると考えられる場所(ドアノブ、水洗トイレのレ

バー等)についてはこまめに消毒すること。

③洋式トイレの場合は蓋を閉めて汚物を流すよう表示するとと。

④手洗い場等には石鹸(ポンプ型が望ましい)を用意すること。

⑤「手洗いは30秒以上」等の掲示をすること。

⑥手洗い後に手を拭くためのぺーパータオル(使い捨て)を用意することも考え

られる。布タオルを共用することは避けること。

(フ)合宿や止宿等の集団生活について

①学校は、合宿等への参加及び止宿する生徒に対して「新しい生活様式」の実践

を指導すること。

②学校は、管理する寮や合宿所等(生徒が数日間、宿泊を伴いながら活動するた

めの施設を指し、同窓会館やセミナーハウスなども含む)について、食堂・風

呂等の共用スペース及び居室等の換気・消毒・利用人数・利用時問の佑邨艮等の

感染症対策を徹底すること。

◆具体的な感染症対策

●居室における感染症対策

居室は定期的に窓を開けて換気を行う。

居室を2人以上の共用としている場合、居室内でも常時マスク着用を求

めることは現実的ではないため、咳エチケットの徹底と近距離での大声

での会話を避ける。

自室以外の居室を訪れる際はマスクを着用する。

.共用スペースにおける感染対策の基本的な考え方

飛沫感染を避けるため、共用スペースを利用する際はマスクを着用する。
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換気をこまめに行う。窓や換気装置のない場所では扇風機やサーキュレ

ーターなどで空気の流れを作る。

・施設設備(食堂や浴室等)の広さに応じて、同時に使用する人数や時間

を制限するなど、密を避けるようにする。

地域での流行状況や施設内での有症状者の発生状況などに応じて、共用

スペースの利用そのものの使用市邨艮も検討する。

●食堂における感染対策

食堂の使用前後に手洗いを行う。

食卓は座席の間隔をあける。その場合、座席の間隔は、机や床に印をっ

けるなどして視覚的にわかるようにすることが望ましい。

向かい合って着席しないように座席を配置する。

大声での会話を控えるように指導する。

ビュッフ工形式は避けることが望ましいが、やむを得ない場合は、以下

の点に留意する。

y 料理を取る前にアルコールで手指衛生を必ず行うこと

y マスクを着用すること

ψ料理のそばでは会話を控えること

食事時間終了後は、机、配膳台、下膳台、電子レンジや冷蔵庫の取っ手、

食堂のドアノブなど複数人が触った場所を消毒する。

●浴室における感染対策

脱衣所、浴室内で、大声で話さないように注意する。

浴槽の使用にりスクはないため、使用自体を御邱艮する必、要はない,

浴室・浴槽は通常どおりに清掃を行い、脱衣所の複数人が触った場所は

消毒する。

命トイレにおける感染対策

使用後は七、ず流水・石けんでの手洗いを行い、手を拭くタオルは共用と

しない。個ノ＼のタオノレや、ペーパータオノレを使用する。

定期的にドアノブや便器の接触面、トイレレソくー、蛇ロハンドノレなど複

数人が触った場所を消毒する。

●共用設備等における感染対策

その他の共用設備(糸制く機、自動販売機など)や下駄箱、ドアノブなど複

数の人が頻繁に触る部分は定期的な(1日数回)消毒を行うようにする。

この場合、生徒等が自ら作業できるよう消毒液や拭き取りぺーパーを備
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え付けるなどの工夫が老えられる。

生亙←

●その他の平時の対策

清掃を生徒等が行う場合は、掃除箇所ごとに密な環境にならないように

管理者および居住者は1日1回以上体温測定と体調チェックを行い、そ

の結果を記録・保管する。

発熱や体調不良があるものは居室内(可能なら個室)に隔籬し、新型コ

ロナウィルス感染症が疑われる場合、下記⑦「◆具体的な対応」に示す

対応を行う

発熱等の風邪症状がみられた場合には、仮にすぐに症状がおさまったと

しても、主要症状(発熱や咳など)が消退Lた後2日を経過するまで、

個室等に確保し、部活動や寮生活等の集団活動には参加Lないこととす

る。また、体調不良者が伺時に複数名以上(例えぱ3名以上)発生Lた

場合には、学校医又は医療機関に相談する。

手指衛生は石けんと流水での手洗いを基本とし、手洗いが困難な場合は、

アルコールフ0%以上(入手困難な場合は脚%以上)を使用する

物品の消毒は、消毒用エタノール、家庭用洗斉K新型コロナウイルスに

対tる有効性力靖忍められた界面1舌性剤を含むもの)、 0.05%の次亜塩素

酸ナトリウム消毒液、一定の条件を満たした次亜塩素酸水を使用する。

それぞれ、経済産業省や厚生労働省等が公表している資料等や製品の取

扱説明書等をもとに、新型コロナウィルスに対する有効性や使用方法を

確認して使用すること。また、学校薬剤師等と連携することも重要であ

③合宿に関Lて、自校関係者以外の参加者がいた場合であっても、本ガイ ドライ

る。

リネン類や衣類の洗濯は通常の洗剤を用いて行う。

ンと同様の対応を行えるよう、各参加者の所属責任者と連携を図っておくこと。

④学校外の施設を利用して合宿を行う場合は、学校が管理tる合宿所等と可能な

限り同等の感染症対策を講じたうえで利用すること。

⑤合宿等に際しては、一般社団法人日本旅行業協会等が作成した防矢行関連業に

おける新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き

(6月3日公表、同 23日第2版)等も参考にすること。
}1U

⑥部活動単位等で止宿先(民間の寮やアパート等を指す)を指定Lて生徒が集団

ル

生活をしている場合、学校はその状況を正確に把握するとともに、保護者及び

止宿先等の施設責任者と連携し、感染症対策の徹底を図るよう協力を依頼する

RI L 1 j 〕/ /〕d1ソ2020_d
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と。

⑦学校は、合宿中または止宿先等に滞在している生が

したり

下記のとおりの対応とし、止宿生については、保護者及び止宿先等の施設責任

者と連携し、適切に対応できるように指導すること。

るなと

◆具体的な対応

疑い例御が合宿中または止宿先等内で発生した場合、上記②「具体的

が

な対応●その他の平時の対応」に加え、以下の対応を行う。

注1:発熱や体調不良があり、さらに当該生徒等に新型コロナウィルス感染症の感染機

れる合の、応について、合宿中においては

会があったと想定されるもの(「疑い例」どし■。)であり、例えぱ、以下のような場合

が老えられる。流行地がどこか、また居住地での発生状況にっいて判断が困難な

場合は、学校医や保健所に相談すること。

y 直近2週問以内に新型コロナウィルス感染症の流行地での行動歴や、新型コロ

ナウィルス感染症と確定された者または疑われた者との接触歴がある。

ψ居住地(寮等の所在地を含む)において新型コロナウイルス感染症の市中感染

により、多くの患者が報告されている状況にある。

濃厚接触者を減らす目的で、個室に隔離を行う。

不

個室が確保できない場合は、本人及び同室者に常時マスクを着用させ、

となったり

部屋の換気に努める。 1m 以上の距離をとるようにし、会話や接触をで

きる限り避けるように指導tる。

疑い例はできる限り共用スベースを使用しないようにし、使用する場合

⑧学校は、合宿中または止宿先に滞在Lている生に感

はほかの居住者と使用時間をさけ、疑い例の使用前後に当該物品の消毒

をイ丁う。

「学校における新型コロナウイルス感染症発生時の対応(更新片反)の改訂にっ

いて」(令和2年7月 B 日付けスポ保第4器号)に基づいて対応するとともに、

当該地域の保健所の指示を踏まえ、保護者及び止宿先等の施設責任者と連携し、

その後の対応を指導すること。

が生した場合は
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スキー連盟

競技団体名
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下線部が変更点

部活動名

演劇

各文化部の特性に応じた留意事項について(1ν6版)

合唱

・ダンス等の激しい動きを伴う練習を行う場合は、屋外で行うか、生徒同士の距離を一層確保すること。
・立ち練習等を行う場合は、部員同士2m以上の距離を取り、3密の状態にならないよう、演出などを工夫する。

吹奏楽

・演奏や合唱の練習で、発声したり、息を強く吐き出したり吸ったりする活動を行う場合は、可能な限り屋外で行う。

器楽・管弦楽

J^

'、

日本音楽

の

^

・練習時は譜面台を一人一台用意し、譜面の共有はしない。
・チューナー、メトロノーム等を共有した場合は、適宜消毒を行う。

ナ

郷土芸能

部活動の特性に応じた留意事項

・楽器や爪は共有せず、個人のもの、または固定して使用する。
・楽器問の距離を確保し、演奏者の距雛が少なくとも2mは離れるようにする。

1 ~ 1.5rn

フエス

マーチングバンド・

バトントワりング

「ム

・面や笛など、顔や目鼻口が触れるものにっいては共用しない。太鼓の抱(ぱち)など共用せざるを得ない場合は、使用者が代わ
る度に十分に消毒を行ってから使用する。用具の数量が足りる場合は共用しない。
・消毒できない高価な楽器や用具にっいては、消毒に耐える代用品を使用したり、廃品等から代用品を制作して活用するなど、エ
夫をして練習を行う。
・演舞披露等で使用した用品は、必ず消毒を行う。

美術・工芸

マス

(マーチング)

」コロ

L

(バトン)

書道

ニナ

レス

'複数人で共用する道具や材料は、適宜消毒を行う。
・制作時の会話は必要最小限にとどめる。

・楽器演奏に伴う水滴の処理は、各人が布を準備しビニール袋等に入れ持ち帰る。
・使用器具については、その都度消毒する。
・団体演技練習は、人が密接したり、接触したりする機会が少なくなるような練習内容にするなど工夫すること。

ナ'い

写真

E亙蚕ヨ

・毛髭を常に机上に出している場合は衣料用除菌スプレーなどを使用する。
・机一台に1人というように十分な間隔をとった練習場所の工夫と、換気、手洗いといった基本的対策を心掛ける。
・書道パフォーマンスのような集団での練習は、人が密集したり、接触したりする機会が少なくなるように工夫すること。

の

放送

30

・撮影会等では人と人との距離を十分に確保するようにする。
・撮影機材の貸し借りを避け、共用しないようにする。
・共用する機器は、適宜消毒を行う。

の

囲碁

・共用する機器は、適宜消毒を行う。
・発声を伴う練習は可能な限り屋外で行い、やむを得ず屋内で行う場合は、

.ノ

将棋

小倉百人一首かるた

,、

■

・部室内や対局時など人との距離を意識し、3密を避けるように行動する。

^

・こまめに(対局ごとに)手指の消毒やうがいを行う。
・部室内や対局時など人との距離を意識し、3密を避けるように行動する。

新聞

・部室内や対局時など人との距離を意識し、3密を避けるように行動する。

文芸

・パソコンや筆記用具の共用する場合は、適宜、消毒する。
・対面でのインタビューは行わず、2m以上の距離をとる。

こまめに(対局ごとに)手指の消毒やうがいを行う。

科学

・各自の作品製作は、距離を確保して行う。
・部誌製作等に関わる部集会等は、3密を避け、できるだけ短時間で行う。

茶道

・パソコンなどの道具等を共用する場合は、こまめな手洗いや消毒を行う。
,各種実験・観察において、機器や設備を共用する際にも、消毒、手洗いを徹底する。

^

華道

・茶笶等の共有する道具を使用する場合はその都度洗浄するが、個人用の物があれぱできるだけそれを用いる。
・菓子やお茶などは自分でとりわけ、点てるようにする。
・使用した茶碗は各自で洗浄する。
・お稽古は対面を避け、1皿ほ盆の間圏を空けて行う。

」コロ

・花鋏や花器、教本は

3 こナ"ナ'、

レス の゛

い 3密にならない工夫を行う(机配置は十分な距離をとり、討面」生避せる)。

^

30

ンの

~1

共有する場合は、使用前後に手洗いや消毒を行う。
ep

ワ、

口 ナ こ

こ

こ二こ

こ

つ
レこ

こ

こ

二

、し
、ナ

こ





E^
新型コロナウイルス感染症予防を踏まえた部活動のガイドライン
(改三1版y旦堕)に基づく学校における点検チェックリスト

◆チェック項目

1 基本的な対策

ロ(1)基本的な考え方について、全臓員に周知している。

ロ(2)活動日・活動時間及び可能となる主な活動内容について、各期日に合わせた内容
となるように設定している。

ロ(3)校長は、「基本的恋考え方」を踏まえ、ガイドラインに示された対応すべき内容
を実施した上で、部活動実施の許可を出している。

口 (4)委員会は、校長の指導のもと、ガイドラインに示された対応すぺき内容を実施し
た上で、部活動の実施を指示している。

口 (5)顧問は、部活動について、感染防止対策を講じた上で、活動計画、安全管理等に
ついて、校長の指導を受けて実施している。

2 実施するにあたっての留意点

(1)運動部の活動について

口①基本的な感染症防止対策を講じ、 3密を避けた活動となるよう留意している。

口②各中央競技団体が活動の指針等を示している場合は、その指針等に則って活動す
ることとしている。各中央競技団体で活動の指針等を示していない競技について
は、特性が類似する競技を参考とするなど、感染症拡大防止の観点で工夫してい
る。
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(2)文化部の活動について

①基本的な感染症防止対策を講じ、 3密を避けた活動となるよう留意している。

②各中央文化団体が活動の指針等を示している場合には、その指針に則った活動と
なっている。
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口 ③別添3 「各文化部の特性に応じた留意事項について」(6門3からの改訂版)を参
θ鴛した活動計画となっている。



(3)他校との交流について

①各中央競技(文化)団体から大会開催の指針等が示されている場合は、その指針
に則って交流を行う内容となっている。

②各中央競技(文化)団体から大会開催の指針等が示されていない場合は、「ス
ボーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」(R2529改訂公
益財団法人日本スボーツ協会)、「イベント等の開催に関する基本方針」
(R2526 山形県)を参考としている。

③基本的な感染症防止対策を講じ、 3密を避けた交流となるよう留意している。
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3 感染防止対策

(1)マスクの着用について

口①顧問は部活動指導中に着用するためのマスクを準備している。

口②運動を行う場合、生徒は、十分な間隔をとったうえでマスクを外して活動しても
よいが、運動の前後、特に会話をしたの、話を聞いたのする場合には必ずマスク
を着用するよう指導している。

口③文化部の活動の際は、原則として生徒にマスクを着用するよう指導している。
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(2)顧問及び生徒の対応について

顧問は、活動前に自分の体調を確認するとともに、生徒に対してガイドラインに
基づいた感染症防止対策を指導している。

(3)活動場所・更衣室・部室等について

活動場所(ヰ割こ屋内)や更衣室・部室・トイレ・洗面所等においては、ガイドラ
インに基づく感染症防止対策を講じた上で、 3密を避けるよう留意している。
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